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3月定例議会の日程（予定）

※開催日時は、市ホーム
　ページに掲載します。

２月 25日（木） 本会議（提案理由説明）・予算特別委員会
29日（月） 本会議（質疑・委員会付託）

３月 ２日（水） 総務文教常任委員会
３日（木） 建設経済常任委員会
４日（金） 環境厚生常任委員会
８日（火） 本会議（一般質問）
９日（水） 本会議（一般質問）

10日（木） 本会議（一般質問予備日）
14日（月） 予算特別委員会
15日（火） 予算特別委員会
16日（水） 予算特別委員会（予備日）
18日（金） 本会議（報告・質疑・討論・採決）

（本会議は 51 名、委員会は 12 名まで傍聴できます）
※議会棟は市役所 5 階になっています。

議会を傍聴してみませんか

10月臨時議会リポート
12月定例議会リポート

…………………………32 〜 34p

議決結果一覧表 ……………… 34p

行政視察報告 …………… 35・36p

14人が一般質問 ……… 37 〜 43p

市議会意見交換会 …………… 44p

平成28年1月7日　五条１丁目ほんげんぎょう

3月議会では28年度予算を審議します。

総合計画特別委員会の開催
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臨時議会リポート10月
定例議会リポート12月

平成 27 年第４回臨時議会を 10 月 13 日に１日の会期で、第４回定例議会を 12 月１日から 12 月 17 日
まで、17 日間の会期で開催しました。

契　約

条　例

◆太宰府市体育複合施設新築工事請負変更契約の締結について
　移動観覧席、アリーナ空調設備、雨水ろ過設備の追加や連絡ブリッジの削減等に伴う契約額及び工
期の変更をするもの（契約額　29 億 1,557 万円　　工期　平成 28 年 7 月 29 日）

◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について
　大佐野地区緑地保護地区内の土地取得をするもの

◆発議第９号　特別委員会（総合計画特別委員会）の設置について
　第五次太宰府市総合計画後期基本計画を調査、研究、及び審査するため

◆太宰府市行政手続条例の一部を改正する条例について
　法律の改正に伴い、条文の文言を整理、修正するもの　　　　　　　　　　　　　　

◆太宰府市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について
　地方税法の改正に伴い、条文の文言を修正するもの

◆太宰府市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について
　法律の改正に伴い、職員の人事評価の状況及び職員の退職管理の状況を追加し、「不服申立て」を「審査請　
　求」に文言を修正するもの

◆太宰府市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　行政不服審査法の改正に伴い、文言を修正するもの

◆太宰府市税条例等の一部を改正する条例について
　税制改正により、申請に基づく換価の猶予制度が新設され、徴収の猶予、換価の猶予にかかる納付、又は　
　納入の方法や申請の期間などの一定の事項を条例で定めるもの

◆太宰府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について　　
　番号法による特定個人情報を利用する特定個人情報の範囲を明記した条例を制定するもの　

◆太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について
　法律の改正に伴い、市長が議会の同意を得る農業委員会委員候補者を選考する際の選考委員会を設置するもの

◆太宰府市農業委員会の選挙による委員の定数条例の全部を改正する条例について 
　法律の改正に伴い、選挙による「選挙委員」と団体推薦の「選任委員」が共に廃止となり、市長選任の
　農業委員会委員の定数を 14 人とするもの

◆太宰府市農業委員会の議会の推薦に係る委員の定数条例を廃止する条例について
　法律の改正に伴い、議会推薦による選任委員を廃止するもの

◆太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例について
　水道加入金の団体負担金の一部引き下げに伴い、条例を改正するもの　

◆太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　平成 28 年度からの国民健康保険税の課税額のうち、後期高齢者及び介護納付金課税額の税額改定
　を行うもの

◆太宰府市男女共同参画推進センタールミナス条例の制定について
　女性センタールミナス条例を廃止し、新たに男女共同参画推進センタールミナス条例を制定するもの

◆太宰府市総合体育館条例の制定について
　総合体育館の名称、位置、使用料など基本的な事項を定めるもの

◆平成 27 年度一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれ 10 億 8,312 万 9 千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 265 億 7,044 万 2 千
円になりました。

◆平成 27 年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）
　国・県負担金の精算返還金と、10 億円の累積赤字削減のため 5 億円の一般会計からの法定外繰入に伴う財源
更生計上により、歳入歳出予算にそれぞれ 5,774 万 2 千円を追加し、予算総額が 100 億 8,273 万 3 千円にな
りました。
◆平成 27 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）
　平成 26 年度後期高齢者保険料の精算、及び平成 27 年度保険料の被保険者増により、歳入歳出予算にそれぞ
れ 7,464 万 3 千円を追加し、予算総額が 11 億 4,000 万 4 千円になりました。
◆平成 27 年度水道事業会計補正予算（第 1 号）
    職員の人事異動及び地域手当の変更等により、職員給与費を 630 万円増額するものです。
◆平成 27 年度下水道事業会計補正予算（第 1 号）
 　職員の人事異動及び地域手当の変更等によるが、再任用職員の退職手当負担金が対象外となるため、職員給
与費を 540 万円減額するものです。

債務負担行為（複数年度にわたり予算限度額を先取り確保することです）

予　算

財産の取得

議員発議

費　目 補正額 歳　出　の　主　な　も　の

総務費 1,050 万円

男女共同参画推進センター管理運営費（32 万円）条例にあわせルミナスの看板
等制作費。
コミュニティーバス運営費（100 万円）西鉄太宰府駅前の電子バス停の機器交換。
選挙管理委員会関係費（362 万円）選挙権年齢の引き下げに伴い選挙人名簿シ
ステムの改修委託料。

民生費 9 億 3,360 万円

国民健康保険事業特別会計関係費（5 億円）10 億円を超える累積赤字を補填す
るため一般会計から法定外繰出。
障がい者自立支援給付事業費（1 億 7,070 万円）居宅介護サービス、就労支援サー
ビス、生活支援サービス増によるもの。
後期高齢者医療関係費（3,386 万円）平成 26 年度の福岡県後期高齢者医療広
域連合給付費負担金確定に伴う精算。
教育・保育施設費（6,795 万円）保育単価の見直し、児童数増などによる扶助
費の増額分。
生活保護費（7,700 万円）保護世帯増にともなう住宅扶助費と医療扶助費の増
額分。
健康づくり推進費（980 万円）元気づくりポイント事業への予算追加。

教育費 1,658 万円

学校教育運営費（100 万円）児童・生徒、保護者、教員等を対象に中学校給食
に関するアンケート調査費。
小学校施設整備費（250 万円）南小学校の特別支援教室、水城西小学校の普通
教室の改造工事費。
中央公民館管理運営費（650 万円）プラム・カルコアの空調等の中央監視装置
の取り替え工事費。

事 　 項 期 　 間 限 　 度 　 額

ホームページシステム関係費 平成 27 年度～平成 33 年度 3,796 万円

指定管理料（史跡水辺公園・総合体育館） 平成 27 年度～平成 32 年度 ６億 3,582 万円

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

修正可決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決
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（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

案
件

議案番号 案件名

議
決
結
果

公明党 宰光 真政会 改革の会 市民ネット 新政会 共産党

1 議案第59号 太宰府市体育複合施設新築工事請負変更契
約の締結について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

2 議案第65号 太宰府市税条例等の一部を改正する条例に
ついて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

3 議案第66号

太宰府市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

4 議案第71号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

5 議案第73号
修正案

「太宰府市総合体育館条例の制定について」
に対する修正案

修正
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 請願第３号 よりよい保育の環境づくりについての意見
書提出に関する請願書 採択 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 意見書第３号 子ども・子育て支援新制度に対する意見書 原案
可決 ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
公明党：公明党太宰府市議団　　改革の会：太宰府市政改革の会　　新政会：太宰府新政会　　市民ネット：太宰府市民ネット
共産党：共産党太宰府市議団

賛否の分かれた議案

案件 議案番号 案　件　名 議決結果

1 議案第60号 財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について 可　　決

2 議案第61号 太宰府市行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決

3 議案第62号 太宰府市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

4 議案第63号 太宰府市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

5 議案第64号 太宰府市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

6 議案第67号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

7 議案第68号 太宰府市農業委員会の選挙による委員の定数条例の全部を改正する条例について 原案可決

8 議案第69号 太宰府市農業委員会の議会の推薦に係る委員の定数条例を廃止する条例について 原案可決

9 議案第70号 太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

10 議案第72号 太宰府市男女共同参画推進センタールミナス条例の制定について 原案可決

11 議案第74号 平成27年度太宰府市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

12 議案第75号 平成27年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

13 議案第76号 平成27年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

14 議案第77号 平成27年度太宰府市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決

15 議案第78号 平成27年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決

16 発議第９号 特別委員会（総合計画特別委員会）の設置について 原案可決

全会一致で可決した議案

行 政 視 察 報 告
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請 　 願

意 見 書

陳 　 情

◆よりよい保育の環境づくりについての意見書提出に関する請願書

◆子ども・子育て支援新制度に対する意見書

◆「沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の整理縮小及び負担軽減を求める 
     意見書の採択を求める陳情」…… 総務文教常任委員会に送付

採　択

可　決

総 務 文 教 常 任 委 員 会

日程：平成２７年１０月１４日（水）～１０月１６日（金）

●ＩＣＴ教育について
　沖縄県糸満市

・学校は校務の情報化に積極的に取り組み、
子供に向き合う時間を生み出している。

・ＩＣＴの活用や情報モラル習得のため、校
内研修の充実を図っている。

●学校教育とＩＣＴ活用事情
　沖縄県宜野湾市 はごろも学習センター

・ＩＣＴを活用した授業を展開している。
・琉球大学と協定を結び、大学から専門的教育情報を入手し、市は大学生の教職体験を受け入れ

ている。
●小中一貫教育基本構想について
　沖縄県那覇市

・全国学力、学習状況調査において中学校の学力低下が顕著であることから、義務教育９年間の
教育課程・指導方法を小中の教職員が理解することで、学力の育成と人間性・社会性の育成を
目指している。

建 設 経 済 常 任 委 員 会

日程：平成２７年１０月２６日（月）～１０月２８日（水）

●観光推進事業（奥の細道風景地・草加松原事業について）
　埼玉県草加市
・草加市観光事業として平成 26 年 3 月、国の名勝地に指定された後の取り組みについて説明いた

だき、「奥の細道　風景地である草加松原」に係わる観光事業を展開されている。
●施策の概要について（産業振興・地域ブランドの開発）
　埼玉県和光市
・和光市では、産業振興、地域ブランドについて、地産品を考慮し施策の柱として「地域ブランド

の創出」を設定している。
・和光市（地域）イメージのブランド化を行い、波及効果と 
　して、  地産品の販売拡大、観光・交流の増加も目的として
　展開している。
●振り込め詐欺ゼロキャンペーン事業・悪質商法退治 
   大作戦等について
　東京都福

ふ っ さ

生市
・ 福生市では、消費者啓発事業として「振り込め詐欺防止 
　キャンペーン」と悪質商法を中心とした消費生活問題につ
　いて、「たっけー（市の公式キャラクター）」を活用し、　
　市民に分かり易い情報提供を実施している。
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質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について（質問と回答の内容を要約）掲載しています。
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部
長　
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公
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、
太
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市

公
園
条
例
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で
、
公
園

を
そ
の
用
途
外
に
使
用
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、「
こ
の
駐

車
場
は
公
園
利
用
者
の
駐
車

場
で
す
の
で
、
そ
の
他
の
利

用
は
禁
止
し
ま
す
。」
と
い

う
内
容
の
注
意
看
板
や
張
り

紙
を
設
け
て
、
迷
惑
駐
車
の

防
止
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
日
の

目
的
外
利
用
の
車
両
が
常
態

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
看
板
の
増
設
や
表
示
内

容
の
見
直
し
や
、
市
職
員
に

よ
る
巡
回
な
ど
に
つ
い
て

も
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
史

跡
地
内
の
広
場
に
つ
い
て

は
、
正
式
に
駐
車
場
と
い
う

取
り
扱
い
が
で
き
な
い
た

め
、
ど
う
や
っ
て
近
隣
に
駐

車
場
を
確
保
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
、
研
究
・
調
査
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

問

Q

Q

A

A

公
園
と
史
跡
地
の
駐
車
場
の

目
的
外
利
用
の
防
止
策
は

よ
り
よ
い

子
育
て
環
境
の
た
め
に

門
田　

直
樹

神
武　
　

綾

議
員

議
員

　

保
育
行
政
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い

て
、
4
月
に
60
人
だ
っ
た

待
機
児
童
が
、
10
月
に
は

１
０
５
人
と
増
え
続
け
て
お

り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
施
行
に
伴
う
、
保
護
者
へ

の
影
響
と
多
子
世
帯
へ
の
保

育
料
の
負
担
軽
減
は
。

③
太
宰
府
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
現
状
は
。

部
長
　
①
現
在
、

認
可
保
育
所
の
建

て
替
え
に
伴
う
定
員
増
及
び

新
設
に
つ
い
て
、
関
係
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
国
の
保
育
料
の
階
層
区
分

が
、
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の

４
人
世
帯
を
モ
デ
ル
に
設
定

し
て
い
る
た
め
に
、
子
ど
も

が
３
人
以
上
の
世
帯
の
保
育

料
が
上
が
る
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
少
子
化
対
策

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
国

に
対
し
て
改
善
を
求
め
る
こ

と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

③
太
宰
府
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
進
捗
状

況
、
待
機
児
童
の
増
加
等
に

よ
る
事
業
計
画
の
見
通
し
時

期
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、
今
年
度
中
の
会
議
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇公園と史跡地の駐車場に
ついて

◇地域猫活動について

◇保育行政について
◇マイナンバー制度につ

いて

全質問項目

全質問項目

環 境 厚 生 常 任 委 員 会
日程：平成２７年１０月２８日（水）～１０月３０日（金）

●発達・教育支援センター「エール」の開設
　東京都日野市
・福祉と教育の行政上の区別をとりはらい、子どもの成

長を 18 歳まで一貫して支えようという試みです。
　   成人後・就労後のサポートも視野に入れつつ事業の

定着を図っています。
●上戸田地域交流センター「あいパル」再整備事業
　埼玉県戸田市
・ 建物のデザイン・機能を工夫し、年齢を超えて集まれる地域センターをめざしています。音楽ホー

ル、図書館、研修室、実習室などが中庭広場と一体となっています。
●介護と医療の連携による在宅療養支援体制の充実
　東京都北区
・介護と医療の連携と情報共有をすすめ、住み慣れた地域で療養できる町づくりをすすめています。

福祉関係者と医療関係者相互の理解と信頼が深まることで、高齢者福祉の質の向上が進んでいます。
○全体を通して
・どの視察地も不必要な壁をとりはらうことで住民サービスの向上をはかっています。今までに

ない事業をまかされ、責任感と充実感を持って事業に取り組む職員の姿が印象に残りました。

第 10 回  全国市議会議長会研究フォーラム in 福島
日　　時：平成 27 年 11 月 18 日（水）、19 日（木）
場　　所：福島県文化センター
参加会派：新政会、真政会、市民ネット、市政改革の会、宰光

●第 1 日目（18 日）
　第 1 部：基調講演
　　　　　「大震災からの復興と備え」
　　　　　　五百旗頭　真　氏
　　　　　　（熊本県立大学理事長）
　第 2 部：パネルディスカッション
　　　　　「震災復興・地方創生の課題と
                                                自治体の役割」

●第 2 日目（19 日）
　第 3 部：課題討議
　　　　　「震災復興と議会～現場からの報告」
　　　　　 陸前高田市議会、気仙沼市議会、
　　　　　 南相馬市議会各議長
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◇太宰府市行政組織の
変更について

◇防犯カメラの増設に
ついて

全質問項目

 

　

平
成
26
年
4
月

か
ら
実
施
さ
れ
た

行
政
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
と
っ
て
中
身
が
わ

か
り
に
く
い
と
の
批
判
が
強

い
。
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
と

と
も
に
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

①
地
域
健
康
部
を
健
康
福
祉

部
に
、
市
民
福
祉
部
を
市
民

生
活
部
等
の
わ
か
り
や
す
い

名
称
に
す
る
。
そ
し
て
、
各

部
に
次
の
課
を
設
置
す
る
こ

と
を
考
え
る
。

②
健
康
福
祉
部
に
、
福
祉
課
、

保
育
児
童
課
、
介
護
保
険
課
、

国
保
年
金
課
、
元
気
づ
く
り

課
の
５
課
を
置
く
。

③
市
民
生
活
部
に
、
市
民
課
、

生
活
環
境
課
、
税
務
課
、
納

税
課
、
そ
し
て
総
務
部
に
お

く
か
ど
う
か
選
択
的
で
あ
る

が
、
人
権
政
策
課
を
置
く
。

④
総
務
部
に
、
地
域
づ
く
り

市
長　

機
構
改
革

に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
に
応
じ
機
動
的
に
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た

だ
実
施
時
期
や
内
容
に
つ
い

て
は
慎
重
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

部
長　

地
域
健
康
部
に
つ
い

て
は
、
個
々
人
の
生
活
の
活

性
化
と
地
域
の
強
化
を
同
時

に
実
施
す
る
考
え
に
立
ち
、

組
織
横
断
的
成
果
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
実
際
、
元
気

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
な

ど
、
健
康
づ
く
り
と
地
域
活

動
の
参
加
者
増
に
効
を
あ
げ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

中
で
、
ご
意
見
を
参
考
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

Q

A
早
急
な
機
構
改
革
の
実
施
を

イ
ノ
シ
シ
の
予
防
対
策
を
問
う

上　
　
　

疆

堺　
　
　

剛

議
員

議
員

　

本
年
度
の
イ
ノ

シ
シ
の
生
活
地

域
、
捕
獲
状
況
、
被
害
状

況
、
被
害
額
及
び
防
止
対
策

つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

部
長　

①
生
育
地

域
に
つ
い
て
は
、

宝
満
山
や
四
王
寺
山
等
の
山

間
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
そ
の
す
そ
野
の

住
宅
地
付
近
で
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

農
作
物
へ
の
被
害
の
他
、
た

め
池
の
堰
堤
や
田
の
あ
ぜ
道

の
掘
り
返
し
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
被
害
額
に
つ
い
て

は
、
水
稲
で
平
成
26
年
度
が

84
万
４
０
０
０
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
掘
り
返

し
に
よ
る
農
地
機
能
の
被
害

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

③
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
は
、
１
５
９
頭

で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
年
度

は
11
月
末
で
２
０
３
頭
捕
獲

さ
れ
て
い
ま
す
。

④
防
止
対
策
と
し
て
は
、
侵

Q

A

◇イノシシの予防対策に
ついて

◇空き家問題の対策につ
いて

全質問項目

入
防
止
柵
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
猟
友
会
や
農
事
組
合

と
協
力
し
、
大
型
ハ
コ
罠
76

基
を
山
間
部
す
そ
野
に
設
置

し
て
捕
獲
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
出
没
情
報
に
つ

い
て
は
、
学
校
等
へ
の
連
絡

な
ど
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
保
護
管

理
計
画
を
見
直
し
、
住
宅
地

で
の
餌
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、

市
民
と
の
情
報
の
共
有
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
３
点
伺

う
。

①
12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た

条
例
改
正
に
よ
る
税
率
改
定

が
、
今
後
進
む
広
域
化
に
向

け
て
の
保
険
税
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
。
ま
た
現
在
８
期

と
な
っ
て
い
る
納
期
の
緩
和

を
行
い
、
負
担
軽
減
を
図
る

べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

②
広
域
化
に
お
い
て
、
現
在

保
険
税
の
影
響
が
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
、
現
状
の
認
識

は
。

③
か
か
り
つ
け
薬
局
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
平
成
30

年
度
か
ら
都
道
府

県
が
市
町
村
ご
と
に
示
す
、

納
付
金
及
び
標
準
保
険
税
率

等
の
詳
細
は
ま
だ
決
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
各
市
町
村

の
国
保
被
保
険
者
の
年
齢
構

成
の
差
異
を
調
整
し
た
、
医

療
費
水
準
及
び
所
得
水
準

を
基
に
決
定
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
改
正

が
、
広
域
化
に
向
け
て
の
保

険
税
へ
の
影
響
は
直
接
に
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
納
付
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
、
現
在
、
検
討

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
現
在
、
国
保
基
盤
強
化
協

議
会
等
で
議
論
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
詳
細
が
決
ま
り
し
だ

い
、
遺
漏
の
無
い
よ
う
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
か
か
り
つ
け
薬
局
は
、
患

問

問

Q

Q

A

A

国
民
健
康
保
険
制
度
の

今
後
の
あ
り
方
は

高
齢
者
が
安
全
に

外
出
で
き
る
地
域
つ
く
り
は

藤
井　

雅
之

長
谷
川  

公
成

議
員

議
員

　

側
溝
整
備
に
つ

い
て
、２
点
伺
う
。

①
豪
雨
災
害
に
遭
い
や
す
い

地
域
の
、
道
路
整
備
や
側
溝

整
備
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
高
雄
団
地
、
梅
香

苑
団
地
、
梅
ヶ
丘
団
地
等
の

40
年
経
過
し
た
団
地
内
で

は
、
い
ま
だ
に
ふ
た
の
な
い

側
溝
が
多
数
見
受
け
ら
れ

る
。
歩
行
中
に
溝
に
落
ち
て

怪
我
を
し
た
り
、
自
動
車
の

脱
輪
、
ま
た
高
齢
者
の
車
の

乗
り
降
り
の
不
便
さ
を
解
消

す
る
、
側
溝
整
備
の
進
め
方

は
。

②
側
溝
の
年
間
管
理
整
備
計

画
は
。

部
長  

①
自
治
会

か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、
４
ｍ
程
度
の
狭
い
道

路
を
優
先
的
に
、
側
溝
の
蓋

掛
け
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た　

幹
線
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
制
度

を
活
用
し
て
、
舗
装
改
良
に

合
わ
せ
、
側
溝
の
整
備
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
長
期
的
な
整
備
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
治
会
と
協

議
の
上
、
年
度
ご
と
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
全
域

の
整
備
計
画
と
し
て
は
、
側

溝
の
現
状
調
査
を
実
施
し
、

自
治
会
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇国民健康保険税及び
事業について

◇環境行政について
◇博多港へ寄港するク

ルーズ船について

◇高齢者が安全・安心外出できる
地域道路、側溝整備について

◇地域包括支援センター跡の２階
の活用について

全質問項目

全質問項目
者
の
安
全
性
の
確
保
や
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
薬
剤
師
会
、
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
と
協
力
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

課
と
人
権
政
策
課
設
置
を
考

え
る
。

⑤
教
育
部
に
、
文
化
学
習
課

と
ス
ポ
ー
ツ
課
を
置
く
。

見　本
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太
宰
府
市
の
人

口
は
微
増
状
態
が

続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
は
、
校
区
に
よ
る

差
が
大
き
く
、
ま
た
増
減
の

傾
向
に
も
、
ば
ら
つ
き
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

同
一
小
学
校
か
ら
別
の
中

学
校
に
進
学
す
る
例
も
見
ら

れ
ま
す
。
教
員
数
の
少
な
い

中
学
校
で
は
部
活
動
の
指
導

に
も
困
難
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
を
見
通
し
た
う
え
で

の
校
区
再
編
や
、
老
朽
化
し

た
校
舎
の
建
設
な
ど
は
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長　

市
内
の
児

童
生
徒
数
は
一
時

期
５
０
０
０
人
ほ
ど
ま
で

減
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

６
０
０
０
人
ほ
ど
に
戻
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
校
区
編
成
は
生

徒
数
増
加
へ
の
対
応
を
主
な

観
点
と
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
中
学
校
の
教
員
数
が
少

な
い
と
い
う
厳
し
い
現
実
も

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
今
後
は
①
小

中
連
携
と
い
っ
た
9
年
間

の
教
育
課
程
②
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
進
と

い
う
観
点
も
取
り
込
ん
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
が
知
恵
を
出
し
あ
い
、

地
域
全
体
で
納
得
で
き
る
校

区
編
成
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
校
舎
建
設
は
、
公
共
施

設
等
の
総
合
管
理
計
画
の
中

に
位
置
づ
け
て
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

問

問

Q

A

校
区
再
編
、
校
舎
整
備
の

計
画
は

太
宰
府
市
で
で
き
る

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

徳
永　

洋
介

小
畠  

真
由
美

議
員

議
員

　

現
在
貧
困
状
態

に
あ
る
子
ど
も
の

割
合
は
16
・
3
％
、
6
人
に

1
人
で
す
。
貧
困
に
よ
る
経

済
格
差
は
教
育
格
差
と
な
り

貧
困
の
連
鎖
を
生
み
出
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
３
点
伺
う
。

①
市
に
お
い
て
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
に
よ
り
、
保
育

料
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
れ

な
い
か
。

②
子
ど
も
に
か
か
わ
る
相

談
・
支
援
の
現
状
は
。

③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
な
ど
の
教

育
現
場
に
お
け
る
子
ど
も
の

貧
困
対
策
は
。

部
長  

①
児
童

扶
養
手
当
受
給

５
８
５
世
帯
の
う
ち
、
み
な

し
適
用
に
よ
り
2
世
帯
の
保

育
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、

適
用
の
影
響
は
保
育
料
に
と

ど
ま
ら
な
い
た
め
、
関
係
課

で
の
検
討
を
要
し
ま
す
。

②
養
護
相
談
36
件
、
保
健
相

談
12
件
、
育
成
相
談
２
８
１

件
な
ど
計
５
１
７
件
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
、

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
協
力
の

下
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
17
歳
ま

で
の
連
続
的
な
支
援
を
可
能

と
す
る
た
め
の
福
祉
相
談
の

窓
口
と
し
て
、
保
育
児
童
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。

③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
週
一
日
、
市
内

で
2
名
が
フ
ル
稼
働
し
て
い

ま
す
。

　

困
難
な
事
案
に
は
各
機
関
が

連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
助
成
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
な
ど
の
学
習
支
援
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
中
で
す
。

Q

A

◇小、中学校の運営計画につ
いて

◇水城・大野城築造竃門神社
創設1350年九州国立博物館
開館10周年事業について

◇子どもの貧困対策等
子育て支援について

◇組織編成の見直しに
ついて

全質問項目

全質問項目

　

６
月
定
例
会
に

於
い
て
、
太
宰
府

市
の
病
児
保
育
の
現
状
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。
市
長
か
ら
、「
病

児
保
育
を
利
用
で
き
な
い

ケ
ー
ス
等
、
検
証
を
行
い
、

事
業
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

更
に
充
実
を
図
る
」
と
の
、

前
向
き
な
ご
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ

れ
ま
で
の
間
、
多
く
の
市
民

の
方
か
ら
の
要
望
書
も
市
長

へ
手
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
事
を
踏
ま
え
た
検

証
結
果
と
事
業
拡
大
の
実
施

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

病
児
保
育

に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
接
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
要
望
等
を
い
た
だ
き
、

事
業
拡
大
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
現
在
策
定
中
の

総
合
計
画
や
総
合
戦
略
に
お

い
て
も
、
子
育
て
支
援
の
充

実
は
、
重
要
施
策
で
あ
り
、

病
児
保
育
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
も
、
筑
紫
医
師
会
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
早
い
時
期

に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

部
長
　
平
成
26
年
度
の
現
状

と
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

問

Q

Q

A

A

病
児
保
育
に
つ
い
て
の

実
施
時
期
は

体
育
複
合
施
設
の
管
理
運
営
は

陶
山　

良
尚

木
村　

彰
人

議
員

議
員

　

多
く
の
市
民
が

利
用
す
る
体
育
複

合
施
設
と
な
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、３
点
伺
う
。

①
建
築
工
事
の
進
捗
状
況
、

関
連
す
る
後
発
工
事
の
状

況
、
さ
ら
に
落
合
橋
交
差
点

の
信
号
機
設
置
は
。

②
管
理
運
営
に
関
す
る
指
定

管
理
者
の
選
定
、
料
金
設
定

と
予
約
シ
ス
テ
ム
は
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
企

画
等
、
利
用
促
進
の
た
め
の

特
命
部
署
の
設
置
は
。

部
長  

①
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
27
年
11

月
末
時
点
で
約
70
％
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
28
年
7
月
29

日
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。外
構
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
12
月
中
旬
、
植
栽

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
8
月
末
完
成
を
目
指

し
進
め
て
い
ま
す
。

　

落
合
橋
交
差
点
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

警
と
の
協
議
が
終
了
次
第
、

発
注
す
る
予
定
で
す
。

②
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

開
館
当
初
か
ら
史
跡
水
辺
公

園
と
同
じ
指
定
管
理
者
が
運

営
を
行
う
こ
と
が
最
善
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
使
用

料
金
の
設
定
は
、
体
育
館
条

例
の
中
で
設
定
し
、
予
約
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま

す
。

③
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

市
の
主
体
的
事
業
と
競
技
団

体
へ
の
貸
し
出
し
等
を
中
心

に
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
自

主
事
業
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◇病児保育について
◇自治基本条例について

◇多くの市民が利用する体育
複合施設となるための取り
組みについて

◇文化記念事業について

全質問項目

全質問項目



42　平成28年2月１日　　　　　　　　　　　　　　　146号

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

43

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問

　

太
宰
府
天
満
宮

の
外
国
か
ら
の

観
光
客
は
と
ど
ま
る
ど
こ

ろ
か
、
平
成
28
年
度
に
は

４
０
０
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

入
港
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
交

通
体
系
の
事
前
調
査
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
環
境
税
を

調
査
費
と
し
て
充
当
で
き
な

い
か
伺
う
。

部
長  

歴
史
と
文

化
の
環
境
税
は
、

条
例
第
１
条
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
本
市
固
有
の
歴
史
的

文
化
遺
産
及
び
観
光
資
源
等

の
保
全
と
整
備
を
図
り
、
環

境
に
や
さ
し
い
「
歴
史
と
み

ど
り
豊
か
な
文
化
の
ま
ち
」

を
創
造
す
る
た
め
に
課
す
る

と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ご
質
問
の
交
通
体
系
の
調

査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
度
事
業
計
画
と
し
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
特

定
箇
所
に
渋
滞
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴

史
と
文
化
の
環
境
税
を
使
っ

て
何
か
対
応
で
き
な
い
か
と

の
要
望
・
意
見
が
あ
り
、
本

年
度
、
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
調
査
は
交
通
渋
滞
の
調

査
手
法
を
検
討
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
本
格
的
な
調
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
税
を
充
当
す
る
事
業

と
し
て
は
見
送
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

問

問

Q

A

太
宰
府
市
の
交
通
体
系
及
び

交
通
量
の
事
前
調
査
は

太
宰
府
市
民
図
書
館
の

利
用
促
進

舩
越　

隆
之

入
江　
　

寿

議
員

議
員

　

太
宰
府
市
民
図

書
館
の
管
理
運
営

と
、
市
民
図
書
館
の
貸
出
冊

数
の
現
状
に
つ
い
て
2
点
伺

う
。

①
市
民
図
書
館
の
平
成
26

年
度
の
本
の
貸
出
冊
数
は
、

54
万
１
０
６
３
冊
、
貸
出
冊

数
の
ピ
ー
ク
年
度
は
、
平

成
16
年
度
と
聞
い
て
い
る
。

平
成
16
年
度
の
貸
出
数
を

１
０
０
と
し
た
場
合
、
平
成

26
年
度
の
指
数
に
つ
い
て
。

②
貸
出
冊
数
の
傾
向
と
そ
の

要
因
及
び
貸
出
冊
数
の
増
加

対
策
に
つ
い
て
。

部
長  

①
ピ
ー
ク

年
度
は
平
成
16
年

度
で
、72
万
９
２
９
２
冊
で
す
。

ピ
ー
ク
を
１
０
０
と
し
た
と

き
の
平
成
26
年
度
の
指
数
は

74
・
２
で
、
54
万
１
０
６
３
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
貸
出
冊
数
の
増
加
対
策
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

を
見
直
し
、
平
成
24
年
度
に

太
宰
府
市
子
ど
も
読
書
推
進

計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
乳

幼
児
の
4
か
月
検
診
の
際
に

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

は
、
小
学
校
へ
の
学
校
図
書

司
書
配
置
と
と
も
に
、
学
校

図
書
支
援
事
業
開
始
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
読
書
へ
の
興
味
、

関
心
を
高
め
、
読
書
の
習
慣

を
持
ち
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
、
読
書
生
活
を
創
出
し
て

い
く
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

A

◇太宰府市の交通体系及び交通
量などの事前調査について

◇太宰府市松川ダムの今後につ
いて

◇太宰府市民図書館の管
理運営について

全質問項目

全質問項目

　
「
も
も
ク
ロ
」

太
宰
府
公
演
に
つ

い
て
２
点
伺
う
。

①
男
女
を
分
け
る
と
い
う
公

演
形
態
を
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
是
認
し
て
し
ま
っ
た
の

か
、
ま
た
実
行
委
員
会
の
運

営
形
態
、
市
の
参
加
形
態
の

ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
の
か
。

②
市
が
今
回
の
公
益
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
市
民
に
は
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

①
男
性
限

定
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
主
催
者
側
の
発

表
時
点
で
知
り
ま
し
た
の

で
、
市
と
し
て
は
、
公
共
の

広
場
の
利
用
目
的
や
男
女
共

同
参
画
を
考
え
る
う
え
で
問

題
点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
実
行
委
員
会
へ
内
容
の

変
更
を
諮は

か

り
ま
し
た
が
、
一

定
の
準
備
が
進
ん
で
お
り
、

社
会
的
影
響
も
大
き
い
と
判

断
し
、
決
定
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
主
催
者
と
実

行
委
員
会
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
意
思
疎
通
の
時
間
不
足

や
市
民
へ
の
広
報
不
足
も

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
の
事
業
運
営
に
当
た
っ
て

の
教
訓
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
太
宰
府
の
文
化
価
値
が
上

が
り
、
世
界
に
誇
る
ま
ち
と

問

問

Q

Q

A

A

も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ

か
ら
の
教
訓

自
治
基
本
条
例
に
対
す
る
市
長

の
考
え
、
今
後
の
制
定
過
程
は

笠
利　
　

 

毅

森
田　

正
嗣

議
員

議
員

　

約
4
年
10
か
月

を
要
し
、
検
討
が

重
ね
ら
れ
、
今
年
10
月
に
答

申
さ
れ
た
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
こ
の
条
例
に
対
す
る
市
長

の
考
え
は
。

②
今
後
、
庁
舎
内
部
で
上
程

案
の
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
機
関
で

検
討
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
答

申
に
つ
き
、
加
除
訂
正
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
理
由
も

含
め
議
事
録
は
作
る
の
か
。

③
上
程
案
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
き
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
自
治
体

の
構
造
を
見
直

し
、
自
分
た
ち
の
町
の
課
題

は
自
分
た
ち
で
解
決
し
、
市

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

の
新
し
い
自
治
体
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

部
長　

②
市
長
を
本
部
長
と

し
て
副
市
長
、
教
育
長
、
全

部
長
で
構
成
す
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
本
部
会
議
や

関
係
課
長
で
組
織
す
る
市
民

協
働
推
進
委
員
会
で
全
体
の

調
整
や
条
文
の
確
認
等
を
始

め
て
い
ま
す
。
議
会
で
の
議

決
以
降
に
市
民
向
け
の
講
演

会
の
開
催
や
市
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
条
文
並
び
に
逐ち

く

条じ
ょ
う解
説
を
掲
載
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
上
程
前
の
案
を
市
民
の
皆

様
に
意
見
を
求
め
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
意
見
等
を
考
慮
し

て
修
正
を
加
え
、
見
直
し
を

図
っ
た
も
の
を
、
最
終
案
と

し
て
議
会
に
諮は

か

り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◇ももいろクローバーＺ
からの教訓

◇自治基本条例について
◇文化協会について

全質問項目

全質問項目

し
て
よ
り
広
く
、
多
く
の
方

に
認
知
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

史
跡
整
備
協
力
金
と
し
て
主

催
者
側
か
ら
太
宰
府
市
へ
寄

付
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
に
と
っ
て
も
多
大

な
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
、
お
正
月
か
ら

こ
の
時
期
は
、
箱
根
駅
伝
を
は
じ

め
、
多
く
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
も
楽

し
み
に
観
戦
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
勝
敗
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

ド
ラ
マ
や
感
動
が
あ
り
、
私
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
い
よ
い
よ
今

秋
11
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点

と
な
る
総
合
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
い
ず
れ
は
こ
の
太
宰
府

か
ら
日
本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
夢
と
希
望
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
体
育
館
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
良
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

森
田　
　

正
嗣

副
委
員
長　
　

木
村　
　

彰
人

委
　

員　
　

陶
山　
　

良
尚

委
　

員　
　

宮
原　
　

伸
一

委
　

員　
　

徳
永　
　

洋
介

委
　

員　
　

笠
利　
　
　

毅

委
　

員　
　

堺　
　
　
　

剛

太宰府市議会事務局　〒 818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目 1 番 1 号　☎ 092（921）2121（代表）
ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

　平成 27 年 11 月 15 日、いきいき情報センターにおいて、昨年４月の議会改選後初めてとなる、市
民と議会の意見交換会を開催しました。
　当日はたくさんの市民の皆様にご参加をいただき、ありがとうございました。議員だけによる運営
ということもあり、不慣れな点もあったかと存じますが、多くの貴重なご意見をいただくことができ
ました。皆様のご意見を今後の議会運営に生かしていくとともに、さらに開かれた議会を目指して努
力してまいります。

※詳しくは太宰府市議会HPをご覧ください。http://www.city.dazaifu.lg.jp/gikai_s/siminnsetumeikai_2.html

●こんなご意見・ご質問がありました！
・交通渋滞を解消するために、現行の駐車場からの徴収税を渋滞目的税に明記してほしい。
・中学校給食については、食育基本法等に基づいてしっかり検討してほしい。
・市民農園を食育の拠点にしてもらいたい。
・荒廃が著しい山林を、復活・復興してほしい。
・安保関連法案に関する意見書の審議について。
・介護問題特別委員会を設置してほしい。
・市内の大学生の意見を尊重してほしい。
・副市長職は必要だったのですか？
・体育複合施設に関する情報発信について。
・議員視察結果の市民への情報発信について。
・市の財政について。
・ＪＲ太宰府駅（仮称）設置の必要性について。
・史跡地購入の財源について。

●第２回太宰府市議会意見交換会アンケート
Q. 市議会への関心について Q. 意見交換会に対する評価

第 2 回

非常に
ある
40％

大いに評価する
17％

無回答
50％ ある程度

評価する
27％

あまり
評価しない
3％

まったく
評価しない
3％

無回答
47％

少しある
13％

非常に
ある
40％

大いに評価する
17％

無回答
50％ ある程度

評価する
27％

あまり
評価しない
3％

まったく
評価しない
3％

無回答
47％

少しある
13％

　　　市議会意見交換会を開催しました


